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最

低
生
活
費
課
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説
を
駁
す

・

マ
ル
ク
ス
氏
鉢跡
剰
」債
値

説

の
評
論

職

國

の
都
市

・

小

作
制

と
小
作
法

我

國

に
於
け

る
困
民
所
得

の
獲
達

経

済
道

と
輕
濟
術

時

輪
禍

我

邦

の
相
続

税

を
論
ず

・

一説

苑

地
學
観
肚
會

學
説

に
就

き
て

・

リ
ッ
ケ

ル
ト

の
偵
値
膳
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・

競
い

芭
跡
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寂
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注
學
博
士

柵

戸

正
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没
學
博
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部

静

治

文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

経
済
學
士

黒

正

巖



時

論

我
邦
の
相
続
税
為
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

一
二
二
)

五
四
二

時

訊
轟繭

我

邦

の

相

続

税
、を

論

ず

聯

戸

正

雄

緒

口

.

我
邦
の
変
通
挽
ε
し
て
鳳
相
糠
穂
、
登
録
税
、
印
紙
税
、
取
引
所
視
、
兌
換
銀
行
券
獲
行
視
、
顧
視
、
狩
猟
冤

許
視
が
あ
る
が
、
中
に
就
き
最
重
き
を
成
す

べ
き
も
の
は
、
少
く
ε
も
理
論
上
よ
b
見
れ
ば
相
綾
椀
で
あ
る
。
相

繧
挽
以
外
の
諸
税
は
横
位
少
き
も
の
に
隅
即
す
る
。
圃
よ
り
相
綾
税
こ
い
へ
こ
も
軍

に
交
通
税
で
あ
っ
て
交
通
事
實

の
獲
生
す

る
に
随

ひ
て
課
税
せ
ら
れ
、
随

っ
て
所
得
税
等

ご
相
並
ん
で
基
本
税
ε
な
る
こ
ε
は
出
来
な

い
、
軍
に

其
補
足
税
だ
る
を
得
る
に
止
ま
る
け
れ
こ
も
、
人
の
努
力
の
結
果
で
な
く
し
て
、
多
く
は
意
想
外
の
時
に
、
そ
し

て
叉
屡
々
主
た
る
所
得
の
存
す
る
其
⊥
に
も
牧
得

さ
る
る

一
時
的
の
収
得
に
課
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の

所
得

よ
り
も

一
層
人
な
る
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
所
で
あ
b
、
補
足
視
ご
し
て
は
暴
れ
ほ
ギL
良

い
も
.の
は
な

い
。



比
熱

に
於
て
特

に
攻
究
の
億
が
あ
る
。
特

に
近
時
の
肚
會
思
潮
か
ら
し
て
は
、
財
産
の
増
大
を
抑
制
す

る
手
段
ε

し
て
見
る
を
得
る
所

の
相
続
税
は
最
歓
迎
せ
ら
る
る
所
で
あ
り
、
之
に
謝
し
て
反
射
す
る
こ
ε
が
時
代
錯
誤

の
戚

あ
ら
し
む
る
所
で
め

つ
て
、
今

は
む
し
ろ
却
て
之
を
濫
用
し
渦
ぎ
は
せ
の
か
を
憂

へ
な
く
て
は
な
ら
澱
。
此
黙
に

於
て
も
之
に

っ
き
特
に
考
慮
を
要
す

る
も
の
が
あ
る
。
其
れ
に
特
に
我
邦
で
は
西
洋
ご
異
り
固
有
の
家
族
制
度
、

随
ふ
て
家
督
相
続
制
度
な
る
も

の
が
あ

っ
て
、
其
相
纏
人
が
相

綬
人
ε
な
る
の
は
、
財
産
を
縫
承
す
る
こ
ε
の
外

に
、

一
の
役
目

に
就
き
だ
り
ε
も
見

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
之
に
課
税
す

る
の
結
果
は
家

の
財
産
的
基
礎
を
破
壊

せ
す
や
ご
の
掛
念
を

い
だ
く
も
の
が
あ
る
。
此
論
者
の
説
の
み
に
從

ふ
澤
に
は
往
か
澱
が

、
併

し
此
も
日
本
特
有

の

一
事
情
で
あ

っ
て
見
れ
ば
、
さ
う
軽
々
し
く
之
を
無
税
す
る
の
も
湧
物
で
あ
る
。
孰
れ
に
せ
よ
相
続
税
に
つ
い

て
は
色
々
の
事
情
を
彼
是
れ
併
せ
考

へ
て
考
究
し
な
く
て
は
な
ら
戯
。
で
研
究

の
興
味
は
太
だ
太
い
。
交
通
税
ξ

し
て
ば
既
存

の
も
の
の
外
に
、
土
地
増
便
税
、
財
産
増
慣
枕
が
問
題
ε
な
る
が
、
そ
し
て
何
れ
も
面
白

い
互

い
財

源
で
は
あ
る
が
、
財
産
増
償
椀
に
至
て
は
、
財
産
税
が
成
立
し
慣
熟
さ
れ
た
後
で
な
く
て
は
行
ひ
難
く
、
我
邦
に

て
は
今
は
時
機
で
な

い̀
。
土
地
増
償
視
は
是
は
國
枕
こ
し
て
も
不
可
で
は
な

い
が
、
何
れ
か
ご
い
へ
ば
地
方
に
適

し
て
居
る
か
ら
む
し
ろ
地
方
税
ε
し
て
利
用
せ
し
め
る
方
が
得
策

か
も
知
れ
な
い
。
彼
是
れ
通
観

し
た
所
で
、
矢

張
り
相
.繧
税
は
交
通
税
ご
し
て
最
重
き
を
成
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
藪
に
其
中

に
つ
き
先
づ
之
を
説
く
所
以
で
あ

る
。

時

論

我
邦
の
椙
縦
税
な
論
ず

,一

策
十
四
櫓

(第
三
號

一
二
三
)

五
四
三

■



時

論

我
邦
の
相
続
稀
な
論
で

第
二

段

我
郵
相
績
税
の
事
情

第
+
四
巻

童

厩

〆

一
二
四
)

五
四
四

其

一

我
郵
相
練
粉
の
獲
蓮

相
続
挽
は
我
郵
で
は
比
較
的
新
し
き
獲
達
に
厨
す

る
。
實

に
此
は
夫
の
明
治
三
十
七
八
年

の
日
露
職
争
に
際
し

三
十
八
年
に
當
塒
の
戦
時
財
政
計
差
の

一
部
こ
し
て
即
ち
非
常
牧
人
の

一
部
こ
し
て
設
定
さ
れ
陀
け
れ
こ
も
、
其

性
質
は
決
し
て

一
時
的
の
視
π
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
脛
常
的

の
視
た
る
べ
く
、
又
初

め
よ
b
當
時

の
非

常
特
別
税
法
中
に
規
定
さ
れ
な

い
で
置
・行
凋
立
の
法
律
に
て
規
定
さ
れ
、
其
後
も
雑
然
ε
し
て
継
緬
さ
れ
た
こ
ε

は
少
し
も
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
爾
來
、
四
十
三
年
及
大
正
三
年

の
両
度
に
改
正
を
行
ひ
、
其
都
度
む
し
ろ
負
櫓

を
軽
易

ε
し
た
か
ら
、

一
時
的
に
は
若
干
の
減
敗
を
示
し
た
け
れ
こ
も
、

一
般
脛
濟
力
の
進
歩
に
俘
ひ
て
幾
許
も

な
く
醤
位
を
復
す
る
の
み
な
ら
す
、
爾
ほ
其
上
の
増
牧
を
も
示
し
、
大
勢
は
確
に
増
加
に
あ
る
。
併
し
何
分
に
も

視
傘
が
極
め
て
輕
く
、
且

つ
取
扱
も
大
膿
極

め
て
寛
大
で
あ
る
か
ら
、
其
牧
額
も
割
合
に
小
で
み
り
、
全
艦

の
租

税
の
中
に
於
け
る
地
位
も
亦
甚
だ
低

い
。
此
税
も
嘗
て
は
夫
の
非
常
の
際
に
獲
生
し
た
因
縁
ざ
H
本
の
固
有
な
家

族
制
度
を
危
う
く
す

る
掛
念
ご
か
ら
し
て
強
く
反
数

さ
れ
た
こ
ざ
も
あ

る
が
、
今
日
で
は

一
般
肚
會
思
想
も
攣
化

し
て
、

　
般

に
有
産
者

の
負
措

ξ
な
る
が
如

き
相
続
税
は
之
を
維
持
す

る
は
勿
論
、
む
し
ろ
之
を
増
徴
す
る
を
至

當
こ
い
ふ
風
に
考
ふ
る
こ
ε
＼
な
り
、
反
劃
論
な
ざ
は
人
を
し
て
眞
面
目
に
聴
か
し
め
ざ
る
に
至

っ
た
。
時
勢

の



攣
は
之
に
よ
り
て
も
窺
ふ
こ
だ
を
得
る
。
此
程
の
獲
達
を
示
す
数
字
は
左

の
通
b
で
あ
る
。

φ

年

,

度

明
治

三
八
三
九
四
〇
四

}

四
二
四
三
四
四

大
正
元
二三四五六七

.

八九

相
綾
税
政
入
金
額

軍
位
千
圓
)

】
、
二
四
二
、

一二
、
一
室

、

三

【
巴
、

三
、
四
穴
二
、

凶
、
昌
旦

、

三
、
垂

望

冒「、
苫

『

閥
、
呂
美

、

四
、
ぎ

『

四
、
異

人
、

写

四
菖

、

　
、
窒

四
、

馬

諸

費

,「、
聖
.0
、

膜

七
里

、

δ

、
内
君

、

明
治

三
十
八
年
の
攻
額

な

一
ε

し
て
暦
年
の
取
額

の
増
加
率

一
、

1ー
ニ
ミー

四
西

一
(
、
大

谷
年

の
・全
税
牧
額
百
に
…劃

す
ろ
相
籔
税
政
額

の
歩
合

0
、
五

ー一
一
』

一
、七

L
一
、
里

其
二

我
國
相
続
税
の
構
造

ラ一
課
税
物
件

(

時

論

我
郵
の
和
綴
視
た
論
ず

第
十
四
巻

〔第
三
號

一
二
五
)

玉
四
五

,



時

論

我
邦
の
相
縦
税
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

一
二
六
)

五
四
六

　A

蛙
八積
…極

的

一軸
固
目

(

)い
圭

π
る
も

の
1

本
法
施
行
地
(個
有

の
日
本
全
部
ε
す
。
朝
鮮
皇
湾
樺
太
を
含
ま
す
)内
に
於
け
る
相
続

〔家
督
又
は
遺
産
)
財
産
、
(其
相
綾

の
原
因
、
開
始
地

、
.人
の
如
何
を
問
は
す
。
詳
し
く

い
へ
ば
相
続

の
原
因
が

戸
圭

の
死
亡
、
隠
居
、
國
籍
喪
失
等

に
あ
る
ε
、
家
族
の
死
亡
等
に
め
る
ε
を
問

は
す
、
相
続
開
始
地
が
帝
国
内

に
在
る
ご
否
ε
を
問
は
す
、
被
相
続
人
若
く
は
相
続
人
が
帝
國
臣
民
陀
る
ご
否
ε
を
問
は
す
)
に
、
相
繧
開
始
前

一
年
内
に
被
相
続
入
が
本
法
施
行
地
に
在
る
財
産

に
つ
き
駕
し
π
る
贈
與

の
僧
額
を
加

ヘ
セ
も
の

〔此
贈
與
は
次

に
い
ふ
B
の

一
定
親
族
者
に
輿

ふ
る
ε
異
b
、
親
族
者
に
與
ふ
る
ご
他
人
に
與

ふ
る
ど
を
問
は
ず
、
相
続
開
始
前

一
年
内
の
は
凡
べ
て
之
に
計
算
す
)
で
あ

っ
て
此
も
場
合

に
よ
り
範
園
多
少
異
る
。

σり
被
相
続
人
が
本
法
施
行
地

に
侍
所
を
有
す
ざ
ε
き

(相
続
開
始
前

一
年
内
に
本
法
施
行
地
外
に
住
所
を

韓
じ
た
も
の
は
本
法
施
行
地
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
ε
見
倣
す
。
)
、

の
本
法
施
行
地

に
在
る
動
産
、
不
動
産

(船
舶
の
所
在
は
船
籍
に
よ
る
)及
不
動
産
上
の
権
利

H㊥
其
他

の
財
産
権

.

-

鋤
被
相
続
人
が
本
法
施
行
地
に
佳
所
を
有
せ
ざ
る
ざ
き
は
1

本
法
施
行
地
に
在
る
動
産
不
動
産
及
不
動

〔

産
土
の
濯
利
の
み
ご
す
。

ろ
副
た
る
も
の
-

本
法
施
行
地
に
在

る
不
動
産
船
舶
以
外
の
財
産
に
つ
き
駕
し
だ
る
贈
與
の
中
左

の
條
項

(



■

に
該
當
す
る
も
の

(相
続
の
時
ざ
相
駆
る
こ
ざ
遠

き
も
の
に
て
も
、
凡

べ
て
随
時
之
を
、
遺
産
相
続

ξ
見
放
し
て

課
税
す
)ラσ

被
相
続
人
が
推
定
家
督
相
綾
人
文
は
推
定
遺
産
相
続
人
に
駕
し
た
る
も

の

ラ俘
分
家
を
駕
す

に
際
し
若
く
は
分
家
を
爲
し
た
る
後
、
本
家

の
戸
主
叉
は
家
族
が
分
家
の
戸
主
叉
は
家
族

熊
駕
し
た
る
も
の

、

此
庭

で
不
動
産
船
舶
を
除

い
だ
の
は
此
二
の
も
の
』
贈
與
に
は
重
き
登
録
税
の
か
、
つ
て
居

る
こ
ε
を
考
慮
し
だ

爲
め
で
あ
る
。

①
清
極
的
範
園
一

課
税
さ
れ
な

い
も
の
は

うい
軍
人
軍
麗
の
戦
死
叉
は
戦
争

の
爲
め
受
け
た
る
傷
痍
疾
病
に
基
↑
爾
後

一
年
内
の
死
亡
に
よ
り
開
始
し
た

(

る
相
続
財
産

ラ偽
公
共
團
盤
叉
は
慈
善
其
他

の
公
益
事
業
に
封
し
て
爲
し
た
る
贈
與
及
遺
贈

うは
永
代
借
地
権

N

)

)

)

に
前
記

「
の
値
の
い
の
σ
の
儂
格
中
、
公
課
、
被
相
続
人
の
葬
式
費
用
、
債
務

(

(

X

ラ

ラ

　

ラ

億
前
記
↑
の
値

の
①
の
θ
の
債
格
中
、
其
財
産
に
係
る
公
課
、
共
財
産
を
目
的
ご
す
る
留
置
権
、
特
別
の
先

取
特
椹
、
贋
纏
叉
は
抵
常
権
を
以
て
捲
探
せ
ら
る
」
債
務
、
其
財
産
に
聞
す

る
贈
與
の
義
務

時

論

我
邦
の
相
綾
税
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

一
二
七
)

五
四
七



時

論

我
邦
の
相
練
難

華

第
+
四
巻

(第
三
號

三

八
)

茜

八

ラニ
納
税
義
務
者

(
ラ

ラ

A
前
記

↓
の
僚

の
い
に
め
り
て
は
家
督
相
続
人
文
は
遺
産
相
縞
入

く

く

く

ラ

ラ

ラ

ラ

B
前
記

　
の
A
の
ろ
に
あ
り
て
は
受
贈
着

く

く

く

⊃
課
税
標
準
1

は
相
続
財
産
叉
は
腰
輿
償
格
ε
す

(
)A

贋
格

計
算
方
法

些
.

(

の

一
般
-

相
続
財
産

の
償
格
は
相
綾
開
始

の
ε
き
の
聴
償
に
依

る

.

X偽
特
例
コ
船
舶
、
地
上
権
、
永
小
作
権
、
定
期
金
に
つ
い
て
は
左

の
方
法
に
よ
b
て
政
府
之
を
評
定
す

,

(
の
船
舶
1

は
製
造
嚢
中

よ
り
製
造
後
め
年
数

に
慮
じ
、
項
次
其
償
額
を
低
減
し
て
之
を
定
め
、
即
ち

一
年
に
つ
き
其
二
十
五
分

一
宛
を
控
除

し
た
る
も
の
を
其
債
格
`
し
、
製
造
後
二
+
年
を
脛
過
し
た
も
の
は
製
造

費
の
五
分

一
を
其
債
格
ε
す

㈲
地
⊥
椹
永
小
作
罹
一

は
残
存
期
間

の
長
短
に
慮
じ
て
、
其
長
き
に
從
ひ
賃
貸
馨

の
倍
数
を
増
加

し
て
真
横
絡
を
定

め
、
帥
ち
残
存
期
間
十
年
以
下
の
も
の
に
於
て
其
目
的
た
る
土
地

の
賃
貸
債
楕
の
二
倍
よ
b
、

残
存
期
間
三
十
年
以
下
な
る
も
の
又
は
永
小
作
纏
に
て
存
続
期
間
の
定
め
な
き
も
の
に
於
て
同
上
賃
貸
慣
格
の
三

倍
、
残
存
期
間
五
十
年
以
下
な
る
も
の
又
は
地
上
権
に
て
存
続
期
間

の
定
め
な
き
も

の
に
於
て
同
上
賃
貸
債
椿
の

,



五
倍
、
残
存
期
間
百
年
以
下
な
る
も
の
に
於
て
同
上
賃
貸
償
格

の
七
倍
を
経
て
、
残
存
期
間
百
年
よ
り
長
き
も
の

に
於
け
る
同
上
賃
貸
慣
格

の
十
二
倍
に
至
る
を
以
て
其
贋
格
ε
す

う¢
定
期
金
ー

イ
有
期
定
期
金
は
其
残
存
期
間

に
於
け
る
纏
金
額

に
し
て

一
年

の
定
期
金
の
二
十
倍
を

(

ラ

ラ

超

へ
ざ
る
も
の
ロ
無
期
定
期
金
は

一
年
の
定
期
金
の
二
十
倍

ハ
終
身
年
金
は
目
的
ε
せ
ら
れ
た
る
人
の
年
齢

に
よ

(

〔

り
六
十
歳
以
上
の
者
に
て
は

一
年
、
六
十
歳
未
満
の
者

に
て
は
二
年
、
五
十
歳
末
瀧
の
者
四
年
、
四
十
歳
未
満
の

者
六
年
、
三
十
歳
未
満
の
者
八
年
、
二
十
歳
未
満

の
者
に
て
十
年
の
定
期
金
纏
額
ご
す
。

②
條
件
附
権
利
、
存
続
期
間
の
不
確
定
な
る
灌
利
叉
は
訴
訟
中

の
権
利
は
政
府
の
認
定
に
よ
る
。

ラ①
免
税
黙

ラ

・

い
家
督
相
続
1

に
て
は
二
千
圓

X

ー

ー
)

ろ
遺
産

相
続

及

一
A
ろ

の
贈
與

に
て
は

五
百
圓

(

(

↓
(

に
宥
恕
-

特
に
家
督
相
続
の
場
合
に
於
て

ラ
　
い
三
千

圓
以
下

の
ε
き
、、
千
圓
を
控
除
す
。

Xろ
五

千
圓
以
下

の
ε
き
、
五
百
圓

を
控
除
す
。

)

(

四
視
牽
1

は
固

よ
り
超
過
累
進
で
、
相
続

の
種
類
ε
親
等
の
遠
近
ピ
財
産
の
高
さ
ご
に
よ
b
三
重
に
差
等
課
税

す
。
伺
外
國
注
に
よ
り
開
始
し
た
相
続

に
は
遺
産
相
続
の
税
率
を
探
り
、
真
際
相
綾
人
二
人
以
よ
め
つ
て
其
適
用

時

論

我
郵
の
相
綾
税
な
論
ず

、

第
十
四
巻

(第
三
號

=
「九
)

五
四
九

、/

、

」

■



■

,

時

論

我
邦
の
相
纈
税
庵
論
ず
一

す

べ
き
視
牽

の
異

る
ε
.き
は
最
低

き
視
牽

を
適
用
す
o

ラA
家
督
相
続

(
課

税

慣

格

ダ枡
繕
人
が
被
相
続
人
の
家
族

払
ト
る
直
系
鼻
鴨
脚な

る
ピ
}
」

五
千
圓
以

下
の
金
額

五
千
圓
な
超

99

ろ
金
額

一
萬
圓
な
超

一9
る

二
萬
圓
為
超
69
る
金
額

三
萬
圓
為
超
ゆ
る
金
額

四
萬
圓
為
超
ゆ
う
金
額

五
萬
圓
存
超
ゆ
る
金
額

七
萬
圓
た
超
ゆ
う
金
額

十
萬
圓
た
超
ゆ
る
金
額

十
五
萬
圓

な
超
59
ろ
金
額

二
十
萬
圓
ね
超
ゆ
う
金
額

三
十
萬
圓
怨
超
ゆ
ろ
金
額

四
十
萬
圓
だ
超
ゆ
る
金
額

五
+
寓
圓
為
超
ゆ

う
金
額

六
十
萬

圓
鳥
越

ゆ
み
金
額

七
十
萬
圓

々
超

ゆ
み
金
額

八
十
萬
圓
為
超

ゆ
ろ
金
額

九
十
萬
圓
た
超
ゆ
う
金
額

、
.

千
分
五六届く一〇三

酉憲「
一〇

六 六 置 工 四 四 鳳 「二 黒
紅o湿o里 〇 五 〇s

第
十
四
巻

〔第
三
號

=
二
〇
)

五
五
〇

相
綾
人
が
被
相
続
人
の
指
定
し
六
る
者

、
民
法

九
八
二
條
に
よ
り
選
ま
れ
た
ろ
者
、
粧
相
縦
人

の
家
族
れ
ろ
直
系
鯨
臨
叉
は
入
夫
の
ピ
き

六七八一〇三酉罎一一ロ言言
省 内 肉 置E四 四
〇 五 目 凪 〇 五 〇

■

相
絨
人
が
民
法
九
八

五
條

に
よ
り
選
ま
れ

た

る
者

の
ε
き八【〇三扇[七一δ二#

「

昌
O蚤凹〇四五EO葦杏査

せ
0

葺合



百
萬
圓
ん
　超
ゆ
み
金
額

苫

省
五

会

ラB
遺
産
相
続

(

課

税

便

格

子
圓
以
下
の
金
額

千
圓
な
超
49
ろ
金
額

五
千
圓
為
超

一9
ゐ
金
額

一
萬
圓

拒
超
ゆ
う
金
額

二
萬
圓
々
超
69
る
金
額

三
萬
圓
な
超

69
ろ
金
額

四
萬
圓

々
超
卿
る
金
額.

・
五
萬
圓
な
超

ゆ
う
金
額

七
萬
圓
為
超

一9
ろ
金
額

十
萬
国
恥
超
ワ
ゐ
金
額

十
五
萬
図
な
超
一9
る
金
額

二
十
萬
圓
な
超
ゆ

る
金

ぬ
出
十
萬
圓
」侮
超
ゆ

う
金
額

四
十
萬
圓
か
越

99
る
金
額

五
十
萬
圓
な
超

ゆ
る
金
額

六
十
萬
圓
怨
超

一9
ゐ
金
額

七
十
萬
図
心
超

ゆ
う
金
額

入
十
萬
側
々
超
ゆ
う
金
額

九
十
萬
圓
炬
超

一9

ゐ
金
額

柑
綾

人
が
直
系
鼻
膳

な

る
こ
き
千
分

「〇三酉壱
「「O一夏

膏蓋四
〇

四
五吾憂

六
〇

'

六
五蔦星合全力O

時

論

我
邦
の
相
綾
挽
な
論
ず

、

'

相
続
人
が
配
偶
者
叉
ば

直
系
尊
驕
の
こ
き

」

湘 湘 八Aゼ 七 六 界 面 五 四 四 話 蔦 昌 昌 一 一 一
五 口 五 〇EOE〔 りErコ 互 ⊂〕 五 〇EOPピ 四 二

相
続
人
が
其
他

の
者
の
ミ
き

.

第
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四
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號
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時

論

我
邦
の
相
続
税
か
論
ず

百
萬
圓
な
超
ゆ
る
金
額

力趾

第
十
四
巻
.

(第

三
號

一
8

=
二
二
)

五
五
二

一
一
〇

ラ五
納
期
一

其
都
度

一
時
納
付

く刈
特
別
宥
恕
一

相
続
税
納
付
は
動
も
す
れ
ば
財
産
元
本
浸
讐

な
る
危
険
あ
る
を
避
ゑ

矯
め
に
、

(
一A
全
部
又
は

一
部
冤
除
ー
ー

(
の
相
続
税
を
課
せ
ら
れ
π
後
五
年
以
内

に
更
に
相
続
開
始
し
た
る
ε
き
l
I
前

の
相
続
額

に
謝
す

る
相
続
税
,

(

に
相
當
す

る
相
続
税
を
免
除
す
。

初
回
胤
七
年
以
内

に
起
り
た
る
窪
き
1

同
者
の
年
額

に
相
賞
す
る
相
続
税
を
免
除
す
。

i

く
働
延
納
-

税
金
瞥

圓
以
上
の
ξ

は
、
税
金
に
相
當
な
る
憺
保
を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
年
羅

納
を
許

け
。
七
賦
課
手
纏

(
助
市
町
村
長
の
報
告
義
務
一

戸
籍
吏
π
る
市
町
村
長
に
於
て
相
続
開
始
の
原
因
ε
な
る
べ
き
事
實
の
届
出
を

(
受
理
し
た
る
ε
き
は
之
を
税
務
官
廃
に
報
告
す
。

㈹
相
続
人
遺
言
執
行
者
父
は
相
続
財
産
管
理
人
の
書
面
提
出
義
務
-

一
定
期
間
内
に
相
続
人
の
相
続
關
係
を

記
載
し
忙
る
書
面
、
相
続
財
産
の
目
録
其
傾
格
中

よ
b
控
除
さ
る
べ
き
金
額
の
明
細
書

を
提
出
す
。

⑥
政
府
の
決
定
及
通
知
i

課
税
慣
絡
は
政
府
之
を
決
定
し
、
相
続
人
等
に
通
知
す
。

「



入
救
済
手
段
-

課
税
償
格
の
決
定
に
異
議
あ
る
ε
き
は

(

)A
再
審
査
1

一
定
期
内

に
之
を
求
む
る
を
得
-

然
る
ご
き
は
政
府
は
牟
官
牢
民
よ
り
成

る
審
査
委
員
倉
の

(
諮
問
を
経
て
決
定
す
。

ラ但
訴
願
叉
は
行
政
訴
訟
一
1
前
記

の
決
定
に
省
ほ
不
服
な
る
、近
き
は
之
を
許
す
。

ラ

　

九
制
裁
規
定

(
)・A
相
続
人
遺
言
執
行
者
叉
は
粗
積
財
産
管
理
人
に
謝
し

い
彼
等
が
前
記
書
類
を
提
出
せ
ざ
る
ε
き
、
政
府
が
期
間
を
定

め
て
催
告
を
寫
し
、
荷
ほ
提
出

せ
ざ
る
ε
き

(

、

は
政
府
に
て
慣
絡
を
決
定
し
、
催
告

に
關
す
る
費
用
及
税
金
の
十
分
の

一.相
嘗
金
額
を
徴
放
す
。

ろ
右
書
類
に
雇
傭
の
記
載
を
爲
し
、
其
他
不
正
の
行
爲
を
以
て
逋
脱
を
圖
り
叉
は
鐡
脱
し
た
る
も
の
は
罰
金

(

又
は
科
料
に
施
す
。

$
審
査
に
委
興

し
た
る
者
一

真
干
興

し
た
る
事
項
を
漏
洩
し
た
る
も
の
に
罰
金
叉
は
科
料
を
課
す
。
・

曜

第
二
段

我
邦
相
繧
醗
の
批
評
＼

其

一

我
邦
相
綾
税

の
長
所

今
此

我
邦

の
相
続

視
を
見

る
の
に
、

一
般
相
綾

税

巴
同
様

に
其

長
所

・し
し
て
認

む

べ
き
は

時

論

我
郵
の
相
綾
硯
海
論
す

第
十
四
樫

〔第
三
號

=
二
三
)

五
五
三

「



時

論

我
邦
の
相
続
視
為
論
す
.

蠣
+
四
巻

(第
三
號

=
二
四
)

五
五
四
.

ラ

へ

一
公
李
課
税
上

(
)僚
よ
り
見
れ
ば
、
此
税
は
畢
竟
、
財
産

の
塊

に
っ
き
其
箇

々
の
特
段
な
る
交
通
事
實

の
獲
生
に
鷹
じ
て
課
徴
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
規
則
正
し
く
定
時
反
覆
し
て
課
税
す
る
の
で
な

い
か
ら
、
基
本
税

π
る
の
資
格
は
な
い
が
、

併
し
基
本
税
乾
る
所
得
税
等

の
漏
ら
す
所

の
給
付
能
力
を
捕
捉
し
て
、
其
の
補
完
税
ご
な
る
こ
ど
は
出
來
る
。

6
而
か
も
其
相
続
て
ふ
特
段
な
る
交
通
事
貴

し
依
る
或
人
の
財
産
牧
得
は
、
其
人
の
努
力
の
結
果

に
国
る
の
で

な
く
、
叉
恐
ら
く
は
其
人
に
於
て
別
に
主
た
る
肢
入
所
得
を
存
ず
る
其
上
に
も
収
得
す

る
こ
ε
』
な
る
の
で
あ
る

こ
ご
が
少
か
ら
ず
、
且

つ
其

が
必
ず
し
も
豫
期

せ
ら
れ
す
し
て
意
想
外
に
敗
得
し
た
こ
い
ふ
場
合
な
る
こ
ε
が
少

か
ら
で
孰
れ
に
し
て
も
普
通
の
所
得
た
る
自
己
の
直
接
叉
は
間
接
の
努
力
の
結
果
ビ
し
て
規
則
正
し
く
反
覆
し
、

且

つ
大
鵬
豫
期
し
得
る
が
如
き
猷
態

に
て
入
り
来
る
も

の
に
比
し
て
、
特
別
に

一
層
大
な
給
付
能
力
の
存
す
る
こ

ε
は
争
は
れ
な

い
。
故
に
此
税
は
所
得
税
等
の
あ
る
其
外
に
も
存
立

の
理
由
が
あ
b
、
普
通
の
所
得
よ
b
も
重
く

課
す

る
の
理
由
も
あ
る
。
文
語
の
交
通
税
の
中
で
も
、
他
の
費
買
貸
借
等
に
課
せ
ら
る
、
も
の
よ
り
は

一
層
重
く

て
も
戻

い
理
由
が
あ
る
。
勿
論
、
被
相
続
人
の
生
存
中
、
相
綾
人
が
其
努
力
を
以
て
被
相
綾
人
和
助
勢
し
て
相
続

財
産
を
増
加
せ
し
め
π
こ
ご
も
な
い
ε
は
い
へ
諏
。
即
ち
相
綾
財
産

が
相
続
人
も

の
努
力
に
負
ふ
所
が
あ
り
、
随

、ふ
て
文
相
績
人
が
相
続
財
産
を
牧
得
す
る
の
は
恰

か
も
其
自
ら
の
積
年
の
努
力
の
結
果
を
牧
む
る
に
外
な
ら
す
ε

い
ふ
こ
ε
も
め
る
。
併
し
其

の
相
続
人
の
相
続
財
産
成
立
上
の
助
力
ε
い
ふ
て
も
、
恐
ら
く
多
く
の
場
合
に
は
全

＼

へ
.



磯

の
上

に
は
太
し
だ
助
力
ε
い
ふ
の
で
は
あ

る
ま
い
し
、
む
し
ろ
全
く
無
助
力
ご
い
ふ
こ
と
が
多
か
ら
う
し
、
假

令
相
當
に
大
な
助
力
が
あ

っ
た
ご
し
て
も
、
其
財
産
が
此
れ
ま
で
相
.績
人
の
名
義

ぜ
な
ら
す
し
て
被
相
続
人
の
名

義
ε
な

っ
て
居

っ
セ
以
上
は
、
破
擾
緬
人
が
凡
べ
て
之
を
股
得
す

べ
き
理
由
あ

っ
て
の
事

ご
認
む
る
の
外
な
く
、

随

っ
て
相
続

に
よ
り
て
初
め
て
其
被
相
続
人
の
が
.相
続
人

て
ふ
別
の
人
格
者
に
移

っ
た
も
の
ざ
見

る
べ
く
、
其
に

て
は
死
相
績
人
の
無
努
力
に
て
得
た
ε
見
倣
す

べ
く
、
若
も
相
続
人
の
夫

の
財
産

に
於
け

る
寄
與
が
大
な
る
場
合

で
め
る
な
ら
ば
、

一
方
に
粗
織
挽
の
存
す

る
以
上
は
、
其
相
綾
入
の
寄
興
し
π
も
の
絃
、
む
し
ろ
被
相
続
人
の
名

義
ご
せ
ら
れ
す
し
て
、
直
ち
に
相
縞
入
の
名
義
こ
せ
ら
れ
た
で
も
あ
ら
う
。
否
な
相
続
視
が
存
在
す

る
窪
き
は
、

利
に
明
敏
に
し
て
公
共
心
の
乏

し
き
者
は
相
綾
人
の
助
力
な
く
し
て
得
π
る
財
産
を
も
相
纏
人
名
義

ε
な
し
て
相

続
税
を
逃
れ
る
工
夫
を
す

る
こ
ε
の
多
く
行
は
る
」
程
で
あ
る
σ
既

に
此
途
の
あ
る
以
上
は
、
被
相
続
人
の
名
義
.

π
り
し
財
産
が
相
腰
人
に
移

る
に
於
て
、
凡

べ
て
之
を
相
続
人
の
努
力

に
依
ら
す
し
て
他
人
よ
り
牧
め
た
も
の
ピ

し
て
特
別
重
課
の
物
禮
ご
駕
す

こ
ご
は
敢
て
差
支
な

い
、
叉
夫

の
主
た
る
牧
人
の
あ
る
其
上
に
も
牧
得
す

ε
い
ふ

こ
ε
も
が
間

々
當
ら
漁
こ
ε
が
あ
る
。
特
に
相
続
人
が
妻
ε
か
未
成
年

の
小
僕
ε
か

い
ふ
場
合
、
叉
は
不
具
癈
疾

者

ε
い
ふ
が
如
き
場
合
で
あ
る
。
併
し
其
他
に
て
は
荷
く
も
成
年

の
人
間
で
あ
る
以
上
は
自
ら
働

い
て
生
活
の
.出

來
澱
`
い
ふ
こ
ご
は
先
つ
な
い
。
彼
は
何
等
か
生
.活
を
寫
す
に
必
要
な
最
小
度
の
所
得
位
は
稼
ぎ
出
さ
う
ご
思

へ

ば
稼
ぎ
出
す

こ
ε
が
出
来
る
。
多
分
通
例
は
彼
が
之
を
得

つ
玉
め
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
得
や
う

ε
思

へ
ば
得

る
こ

時

論

我
郵
の
相
綾
税
ん
論
ず

第
十
四
毬

(第
三
號

=
二
五
)

五
五
五

■



時

論

我
邦
の
相
績
税
な
論
ず

第
+
四
巻
.
(第
三
號

一
一二
六
)

五
五
六

ざ
が
出
來
る
。
叉
間

々
彼
が
別
に
財
産
を
有

っ
こ
ε
も
あ
ら
う
し
」
労

々
全
膿

ξ
し
て
は
人
力
は
相
続
財
産
な
ゴ
、
嘗

て
に
す

べ
き
も
の
で
な
く
、
此
丈
け
は
全
く
鱗
介
の
も
の
こ
見

て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
若
夫
れ
寡
婦
、
未
成
年
の

子
不
具
療
疾
者

の
場
合
に
至
っ
て
は
、
冤
視
黙
、
減
額
計
算
等
に
て
宥
恕
の
途
を
講
ず
べ
く
、
其
以
上
、
大
な
相

続
財
産
の
場
合
な
ご
に
は
特
に
考
慮
し
な
く
て
な
ら
ぬ
ほ
ご
の
事
で
は
な
く
、
叉
め
ま
り
之
を
考
慮
し
過
ぐ

る
オ

弊
害
を
も
生
す
る
。
即
が
相
続

は
全
勝
土
は
別
に
主
た
る
吸
入
を
有
す

る
又
は
之
を
有
し
得

べ
き
者
が
其
上
鯨
分

に
得
だ
も
の
ご
見
て
特
別
に
給
付
能
力
大
ε
い
ふ
て
良
い
。
不
時
の
収
入
ε
い
ふ
こ
ξ
も
必
ず

し
も
常
に
當
ら
ぬ

が
、
併
し
止
め
如
く
に
い
ひ
得
る
場
合
亦
少
し
ξ
し
な

い
。
且

つ
見
様
に
よ

っ
て
は
豫
期
し
た
こ
ε
}
も

い
へ
る
.

に
し
て
も
、
俸
給
や
地
代
利
子

の
牧
得
な
ご
の
如
く
定
塒
に
得

る
も
の
ε
も
異

る
。
多
少
激
症
す

べ
か
ら
ざ
る
分

子
の
存
す

る
の
が
通
例
で
あ
る
。
其
だ
け
に
て
は
矢
張
り
普
通
の
所
得
な
ご
よ
り
は
給
付
能
力
が
.太

い
。

ラニ
財
政
牧
人
上

(
AJ
に
は
経
済
上
の
進
歩

に
伴
ひ
人
民

の
冨
が
益
々
増
加
し
、
随

ふ
て
此
視
牧
人
が
大
膿

に
於

て
益
々
増
進
す
る

ε
い
ふ
利
が
あ
る
。
此
は
前
段
の
表
に
ポ
り
て
も
明
か
で
あ
る
。
假
令
今
日
は
伺
そ
ん
な
に
大
な
牧
人
を
暴
・げ
な

い
に
し
て
も
、
他
日
も

つ
巴
有
力
な
も

の
ε
籍
す
こ
ε
が
出
家

る
。

働
叉
見
様
に
よ
り
て
髭

が
課
税
鵜
件
は
甲
乙
人
薯

の
間
居

義
を
移
落
し
て
も
、
實
物
乞

て
は
舎

現

存
せ
る
も
の
に
外
な
ら
諏
か
ら
、
夫
の
所
得
等
の
如
く
動
き
つ
ン
あ
る
物
ε
比
較
し
て
は

　
層
確
實
で
あ
り
、
随

、

■



ふ
て
其
競
吸
入
も
が
亦
確
實
性
を
も

つ
こ
い
ひ
得

る
。

うに
此
の
如
く
牧
人
の
確
實
な
も
の
ご
い
ふ
こ
ご
ン
、
更
ら
に
は
相
積
財
産
が
特
定
種
の
財
産

に
限
ら
れ
す

し
て

色
々
の
財
産

の
集
合
し
た
所

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
謝
す

る
視
に
て
は
負
推
が
各
財
産
に
分
布
せ
ら
れ
て
特

定
財
産

の
み
に
係
る
も
の
よ
り
も
撚
ひ
易
し
ξ
い
ふ
こ
ε
」
よ
り
し
て
、

】
朝
有
事
の
際
に
は
挽
車
を
加
重
し
て

可
な
り
重
き
負
擢
を
も
負
は
し
め
得

を

い
ふ
こ
ど
が
あ
る
。
即
ち
必
要
の
有
無
に
從

っ
て
税
率
を
増
減
し
て
粒

入
を
伸
縮
す

る
を
得

べ
く
、
多
少
可
動
原
則
に
も
適
慮
す

る
資
格
が
あ
る
。
日
本

に
て
は
此
迄
、
ま
だ
此
方
面
の

利
用
を
し
た
こ
ご
は
な

い
が
、
.何
時
此
用
を
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

澱
か
も
知
れ
な

い
。

　一二
國
[民
纒
濟
上

(
)偉

に
は
我
邦

の
如
く
視
も
軽
く
各
種
の
宥
恕
規
定
も
存
す
る
以
上
は
、
財
産
元
本
侵
蝕
な
ご
の
心
配
も
な
く

CB
而
か
も
光
視
は
管
業
椀
印
紙
挽
消
費
視
等
の
如
一
、
直
接

星

産
取
引

に
課
せ
ら
れ
る
の
で
な
一
て
・
軍
に

生
産
取
引

の
結
果

ご
し
て
得
だ
る
蓄
積
物
に
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
取
引
を
妨
害
す
る
ご
い
ふ
非
難

も
免
れ
る
こ
ざ
を
得

る
α
尤
も
相
続
財
産
の
中
に
鞍
業
財
産
の
存
す

る
だ
け
に
て
は
結
局
瞥
業
を
苦
し
む
ご
も

い

へ
・
が
、
其
れ
位
は
已
む
〃
得

な
い
・
毛

、
其
ま
で
も
課
税
壷

慮
す
る
脊

は
往
か
す
・
叉
此
場
合
の
課
税

が
其
管

業
財
産

の
み
な
ら
す
其

以
外

の
財
産

を
も
課

税

す

る
こ

い
ふ

こ
ご

》
、
其

が
鞍
業

に
際

し
て
課
す

る
も

の

・

で
な

い
ご

い
ふ
こ
ご

ン
に
.て
諦

む

る
艸

な

い
ρ

時

論

我
邦
の
相
続
難

論
、丁
.

第
+
四
巻

(第
三
號

三

七
)

五
五
七

O



「

時

論

我
邦
の
相
籔
視
な
論
夕

第
十
四
巻

(第
三
號

=
二
八
)

五
五
八

鴎
肚
會
政
策
上
-

に
は
近
時
の
貧
富
懸
隔
の
あ
ま
b
に
甚
し
き
こ
ご
が
好
ま
し
か
ら
ず

こ
し
て
、
其
財
産

の
堰

く大
を
抑
膣
す
る
手
段
ε
し
て
は
此
視
が
最
恰
好
の
税
で
あ
る
。,
但
し
此
見
地

よ
り
す
れ
ば
動
も
す
れ
ば
此
を
濫
用

し
て
度
を
没
す

こ
`
}
な
b
易
く
、其
程
度
を
通
常
に
す

る
や
う
の
沖
意
を
]要
す

る
所

で
.は
あ
る
が
、
兎
も
角
之
に

よ
り
て
財
産
家
に
多
少
或
特
段
な
負
憺
を
爲
す
機
會
を
與

へ
る
こ
ε
は
、
今
日
肚
會
政
策
上
に
は
適
當
の
事
ε
認

め
ら
れ
て
居
る
。

其

二

我
邦
相
続
視
の
短
所
及
救
済
方
法

ラ

↓
此
税
の
存
廃
-

光
視
は
理
論
上

に
は
大
腸
右
の
如
一
に
し
て
肯
定
せ
ら
れ
る
が
値
課
税
技
術
上
、
裸
視
物
件

くの
捕
捉
難
、
特
に
動
産
に
關
す

る
其
れ
ε
、

一
騰

に
評
横
難
ε
が
あ

っ
て
、
随
ふ
て
は
其
よ
り
し
て
公
孕
課
税
上

不
完
全

ε
な

る
嫌

は
あ
る
が
、
■左

b

ε
て
之

が
爲

め
其

視

の
存

立
を
疑

は
費

程

の
も

の
で
は
な
一
、
其
は
何
視

に
も
若
干
の
映
黙
の
『免
れ
ざ
る
こ
蓬
,し
、
上
記
の
大
長
所

ε
比
較
.し
て
其
短
所

の
い
ふ
に
足
ら
ざ
る
こ
ピ
N
よ
b

し
て
宥
恕

さ
れ
得
る
。
加
之
他
日
財
産
視
に
て
も
山
家
れ
ば
、
之
6
相
待

っ
て

一
層
此
課
税
技
術
上
に
利
便
を
得

う

て
完
全
に
近

づ
く
こ
ε
が
出
來
る
。
比
熱
よ
り
の
廃
止
論
は
成
立
た
阻
。
佃
或
は
此
税
に
は
間
々
財
産
元
本
侵
蝕

に
な
ら
漁
か
ε
も

い
は
る
～
が
、
此
ε
て
も
視
の
高
さ
ε
、
宥
恕
規
定
の
如
何
ε
に
依
る
こ
巴
で
あ

っ
て
、
我
邦う

の
其

に
於
て
此
程
の
心
配
は
先
つ
な
い
。
人
民

に
て
相
當
に
用
心
を
す
れ
ば
鐸
も
な
く
之
を
避
く
る
を
得
る
。
に

唯
だ
磨
止
論
こ
し
て
特
に
日
本

に
て
問
題
ε
な
り
値
の
あ

る
の
は
家
族
制
度
の
破
旗
を
憂
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
帥

「



7

■

ち
日
本
で
は
欧
米
ご
異
り
、
特
有
の
家
族
制
度
が
あ
っ
て
、
家
督
相
続
人
は
軍
に
被
相
続
人
よ
り
財
産
を
譲
り
受

け
た
遭
い
ふ
こ
ご
の
外
に
、
家
長
ε
い
ふ
役
目

に
就
き
、
典
鑰
め
其
家
に
盤
す

る
財
産
の
管
理
を
駕
す

の
任
務
を

も
つ
こ
ε
」
な

つ
セ
ε
い
ふ
観
念
が
あ
る
。
随

っ
て
之
に
課
税
す

る
ご
き
は
家
の
基
礎
た
る
財
産
を
減
少
し
て
家

の
存
立
を
危
う
す

る
ε
い
ふ
の
で
、
此
家
族
制
度
の
尊
重
の
立
場

か
ら
此
挽
の
廃
止
を
唱
ふ
る
が
あ
み
。
併
し
既
.

に
我
邦
に
て
も
段

存
ε
人
の
考
が
攣
り

つ
Σ
あ
っ
て
、
其

に
重
き
を
置
か
な
く
な
り

つ
N
あ
乙
が
、
併
し
又
此

の

如
き
こ
ご
は

一
國
肚
會
上
重
要
な
る
精
神
的
基
礎
の
問
題
だ
か
ら
、
さ
う
軽
卒
に
取
扱
は
す
、
之
を
飽
迄
鯨
重
す

る
ご
し
て
も
、
兎
も
角

一
面
よ
り
見
れ
ば
家
督
相
続
の
場
合

に
も

一
人
絡
者
よ
り
他
人
格
者
に
財
産
罹
の
移

る
ご

い
ふ
ご
ざ
が
あ
り
、
相
続
人
た
協
人
格
者
に
於
て
其
不
努
力
で
得
だ
る
事
實
が
あ
り
、
そ
し
で
叉

一
且
之
を
得
陀

以
上
、
彼
が
自
由

に
庭
分
し
得

る
ご
い
ふ
の
で
め
る
以
上
は
、
之
に
謝
し
て
特
別
の
給
付
能
力
獲
生
し
た
り
ε
し

て
税
を
課
す
る
の
.は
正
し

い
。
其

の
爲
め
家
の
基
礎
を
危
う
く
す
ε
い
ふ
が
、
其
は
視
の
高
さ
な
り
宥
恕
規
定
な

り
に
係
る
こ
ε
で
、
日
本

の
制
度
の
度
合
の
も
の
に
て
爲
め
に
家
を
破
る
な
ご
ご
非
難
さ
る
べ
き
鐸
は
な

い
。
叉

家
督
相
続
者
が
折
角
家
を
重
し
ご
す
る
な
ら
ば
、

=
暦
其
家
の
矯
め
に
努
力
を
爲
し
て
其
税
額
だ
け
を
産
み
出
し

て
は
伺
う
か
、
叉
は
被
相
緬
人
が
家
を
重
し
芭
す

る
な
ら
ば
、
其
相
綾
人
の
納
税
を
慮

っ
て
豫
め
生
命
保
険
で
も

掛
け
て
用
意
し
て
は
何
う
か
ε
も

い
べ

る
。
即
ち
相
綾
椀
は
存
在
し
て
も
人
々
の
精
瀞
状
態
及
随
ふ
て
其
用
意
如

何

に
よ
b
て
、
此
挽
を
し
て
夫

の
弊
な
か
ら
し
む
る
を
得
る
。
で
家
族
制
度
家
督
相
綾
尊
重
論
は

一
慮
聴
し

べ
き

時

論

我
邦
の
相
繧
税
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

=
二
九
)

五
五
九



時

論

我
邦
の
相
続
種
々
論
乎

第
十
四
巻

(第
二
號

一
四
〇
)

五
六
〇

で
は
め
る
が
イ

併

し
爲

め
に
此

視

の
屡
止

を
結
論

す

べ
き
も

の
で
な

く
て
、
唯
だ
欧
米

よ
り

も
之
を
軽
く
す

る
こ

ε
の
注
意

を
促

す
.に
止

む

べ
き
で
あ

る
、
或

は
家
督
相

続

に
於

て
家

族
制
度
上

の
心
配

を
考
慮

し
て
、
被

相
続

人

が
其

一
代

中

に
先
代

よ
り
受
け

た

る
も

の
よ
り
も
増

加

し
た
だ
け

に
課
す

る
所

の
相
綾

増
償
視

亡
し
て
は
何

う

か

冠
い
ふ
棄

し
あ

る
。
併

し
其

で
は
相
続

人
が
相
続

財
産

を
重

く
る

に
よ
り
て
生
す

る
特

別

の
給
付
能

力

の
見

地

か

ら

い
ふ
ε
不
適

切

ε
な

る
。
む

し
ろ
普
通

の
相
続

挽
ε

し
て
之
を
軽

く
し

て
置
く

の
が
宜

し
か
ら
う
。

ラニ
税

の
重

さ

,

(

助
我
邦
で
は

一
方

に
は
此
視

が
軽

き
に
過
ぐ

ε

い
ふ
見

方
が
あ

る
。
其

は
日
本

の
相
続
視

が

一
禮

に
欧
米

に
比

く

ト

じ
視
牽

の
太
だ
輕

い
こ
ε

、
、
相

続
人

の
受

く

る
相
続
財

産

に
課
す

る
、ε
い
ふ
固
有

の
粗
糠

視

の
み

で
あ

る
ε

い

ふ
こ
ε
こ
よ
り
立
論
す

る

の
で
、
先

づ
欧
化
的

の
議
論

で
あ
ち
。

で
此
論
者

は
此

種

の
視
牽

を
も

つ
ご
高
く
す

る

こ
ε
を
渤
め
・
且

つ
諸
多
の
先
例
の
あ
る
㌍

、
従
来
の
も
の
碁

に
、
.相
続
財
産
の
塊

に
も
課
す
る
視
を
作
ら

う
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。

一
慮
尤
も
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
日
本

に
は
前
記
の
如
き
家
…族
制
度
論
が
あ

っ
て
、
其
方

の
考
を
も
相
當
に
曾
重
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
し
、
特
に
別
に
新
に
財
産
視
で
も
起
き
う
ε
い
ふ
`
、
其
方
の
成
立

獲
展
を
期
す

る
上
か
ら
も
、
其
上
に
相
綾
視
を
重
く
す
る
ピ
い
ふ
こ
ご
は
止
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
他
日
は
兎
に

再
、
今
日
は
遠
慮
し
て
置
く
方
が
得
策
で
あ
る
。

㈹
他
方
に
は
日
本

の
相
続
税
は
重
き
に
過
ぐ
ε
の
見
方
が
あ
る
。
特
に
其
は
冤
税
黙
に
關
し
て
で
る
る
。
遺
産
相

、

`



綾
の
場
合
は
別
ε
し
、
特
に
家
督
粗
積

に
於
け
る
二
千
面
は
今
日
の
脛
濟
及
物
償
歌
態

で
は
口
合
な
ざ
で
ば
二
三

反
の
田
地
を
有
つ
花
震
域

に
も
課
せ
射
れ
る
こ
ε
N
な
る
か
ら
渦
重
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
如
何
に
も
尤
も
の
や
う

に
聞
駆
る
が
、
此

二
千
圓
の
計
算
の
基
礎
は
、
前

に
も
い
ふ
如
く
、
積
極
的
財
産

の
中
よ
り
公
課
、葬
式
費
用
、債

務
を
引
去
り
陀
る
純
償
値
で
あ
る
か
ら
、
其
田
地
響

の
み
よ
り
し
て
は
判
断
す
る
を
得

楓
。
恐
ら
く
田
地
等
の
財

産

の
方
で
は
三
千
圓
も
な
く
て
に
な
ら
阻
で
あ
ら
う
し
、
其
二
千
厨
の
純
財
産
も
、
其
全
部
に
課
せ
ら
れ
る
の
で

な
く
て
、
其
邊
に
て
は
街
千
圓
を
控
除
し
、
獲
の
千
圓
に
饗
し
て
千
分
の
六
乃
至
八
を
課
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

つ
ま
与
三
千
圓
に
饗
し
て
の
精
々
八
圓
、
大
抵
⊥
ハ
圓
ε
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
此
位
の
も
の
が
納
税
困
難
だ
、
家

.

を
破

る
ご
か
重
過
ぐ
る
ご
か
い
ふ
こ
ε
は
不
通
の
.論
で
あ
る
。
義
務
者

に
し
て
家
の
大
切
ご
か
、
納
…視
の
大
切

ε

か
い
ふ
ご
・し
を
考

ふ
る
な
ら
ば
、
其
位
は
飴
計
働

い
て
産
み
出
し
た
ら
【良
い
。
或

は
理
想
を
い
～
ぱ
其
利
子
に
て

最
低
生
活

の
出
來

る
度
の
相
続
財
産
位
を
家
督
相
綾
の
免
税
黙
ε
し
た
い
。
或
は
特
に
凋
立
生
計
能
力
な
き
者
の

家
督
相
綾
入
ε
な
る
場
合
に
免
税
黙
を
高
く
し
叉
は
控
除
額
を
多
く
し
て
は
伺
う
か
ご
も
考

へ
ら
る
る
。
蓋
し
人

は
不
具
癈
疾
者

ε
か
其
他
自
力
に
て
濁
.立
の
生
活
を
爲
す
に
堪
え
ざ
る
相
當
の
資
格
あ
る
も
の
で
な
い
以
上
は
、

各
良
の
努
力
に
よ
り
生
活
の
途
を
講
ず

べ
き
も
の
で
、
祖
先
の
財
産
な
ご
を
嘗
て
に
す

べ
き
も
の
で
な
い
か
ら
、
.

冤
視
黙
を
廣
く

「
般

に
高
め
る
ε
い
ふ
よ
り
は
、
此
濁
立
生
計
能
力
な
き
も
の
だ
け
に
止
め
た
方
が

一
層
良

い
。

其
他
免
税
黙
に
つ
い
て
は
大
正
三
年
の
改
正
當
塒
に
二
千
圓
が
正
當
で
あ
っ
陀
ε
假
産
し
て
今
日
は
物
贋
が
鯨
程

時

論

我
郵
の
相
綾
視
た
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

「四
.『
)

五
六
一

「



時

論

我
郵
の
相
綾
視
た
論
ず

第
+
四
巻

(第
三
號

西

二
)

五
六
二

上
ぼ

つ
て
居

る
か
ら
其
に
慮
じ
て
多
少
引
上
ぐ
る
の
が
戻
く
は
な

い
か
ε
い
ふ
考
も
あ
る
。
此
は
正
し

い
見
方
に

は
相
違
な

い
が
、
今
日
の
物
債
の
未
だ
安
定
せ
ざ
る
の
時
は
其
時
機

で
な
い
ε
も
「い
へ
る
。

ラ三
通
視
の
妨
駆

(
)A
第

一
に
問
題

ε
な
る
の
は
現
行
法
の
下
に
推
定
相
纏
入
、
分
家
の
戸
主
又
は
家
族

に
射

し
不
動
産
、
船
舶
の
外

(

う

の
贈
與
を
爲
し
た
る
ε
き
、
凡

べ
て
何
時
に
て
も
遺
産
相
続
開
始
ε
見
倣
し
て
課
税
す

る
が
い
其
他
の
入
に
駕
し

た
る
囎
與

に
は
課
税
し
な
い
か
ら
、
次
男
以
下
の
子
女
、
女
婿
等
に
生
前
贈
與
を
行
ひ
、
其
が
贈
異
者

に
於
て

一

年
以
内
に
相
縛
が
開
始
し
な
け
れ
ば
相
続
視
を
負
は
ぬ
こ
ご
に
な
る
。
此
は
推
定
相
綾
人
や
、
分
家
の
戸
主
叉
は

家
族

ご
の
問
に
均
衡
が
取
れ
漁
か
ら
、
推
定
相
続
人
等
以
外
に
て
も
凡

べ
て
親
族
者
に
謝
し
て
購
與
を
し
た
以
上

は
、
之
を
遺
産
相
続
ε
見
倣
し
て
課
税
す
る
の
が
至
當
で
あ
る
。
特

に
此
次
男
以
下
等

に
謝
す

る
腰
輿
に
課
視
せ

ざ
る
の
結
果
、

一
且
彼
等
に
贈
興
し
、
更

に
推
定
相
続
人
た
る
長
男

に
贈
興
せ
し
む
る
こ
ご
に
よ
り
て
腕
橈
す
る

こ
ご
が
出
來
る
。
此
を
防
ぐ
爲

め
に
は
凡

べ
て
の
親
族
者

に
及
ぼ
す
こ
ε
が
必
要
で
あ
る
。
或
は
之
.ε
共
に
置
く

其
他
の
贈
與
を
も
併
せ
で
贈
與
税
を
作

る
こ
ざ
も

一
案
で
は
あ
る
が
、
℃贈
與

ざ
い
ふ
も
其
實
は
大
抵
之
を
受
く
る

人
の
功
襟

芯
か
勤
務
ε
か
に
報
ゆ
る
も
の
が
多
く
、
非
親
族
者

に
向

っ
て
軍
純

に
物
を
贈
る
ε
い
ふ
こ
ε
は
極

め

て
稀
な
こ
ご
で
あ
り
、
相
細
視
を
売

る
》
が
薦
め
の
手
段

ε
し
て
第
三
者

へ
の
贈
與
を
行
ひ
其

か
ら
更
ら
に
相
続

人
に
移
さ
し
む
る
こ
ご
も
、
其
第
三
者
を
非
親
族
者

こ
す
る
こ
ε
は
飴
程

の
例
外
事
で
あ
る
か
ら
、親
族
者

へ
の
贈

卜

●



與

に
課
税
す

る
以
上
は
、
其
上
に
他
人

へ
の
贈
與

に
封
ず

る
特
別
の
視
を
起
し
て
ま
で
通
税
豫
防
を
駕
す

に
及
ば

な
い
。
特
に
贋
く
照
與
に
課
す

る
巴
す
れ
ば
、
其
内
容
に
つ
き
て
も
疑
問
が
起
り
取
扱
も
面
倒

に
な

る
か
ら
、
暫

～
,之
を
不
課
税
ご
す

る
も
可
で
あ
ら
う
ろ
更

に
此
親
族

へ
の
贈
與
課
視
が
不
動
産
、
船
舶
の
以
外
の
も
の
に
の
み

(

限
ら
れ
て
居
る
が
、
此
は
登
録
税
に
て
不
動
産
ご
船
舶
ピ
に
高

き
視
を
取

っ
て
居

る
か
ら
、
其
上
の
必
要
な
し
ビ

の
見
地

か
ら
出
家
て
居
る
。
け
れ
こ
も
登
録
税
の
方
は
比
例
税
(不
動
産
は
千
分
六
十
、
船
舶
千
分
五
十
)
で
あ
り

、
之
を
以
て
複
雑
な
累
進
税
ま
で
課
し
て
居

る
所

の
相
綬
税
(遺
産
相
続

こ
し
て
千
分
十
よ
り
千
分
の
百
十
ま
で
)

の
代
り
ε
す

る
こ
ε
は
出
家
な
い
。
特
.に
叉
不
動
産
、
船
舶
の
贈
與
に
つ
い
て
登
録
税
を
取
る
こ
ご
を
假
足
し
て

居
る
ε
い
ふ
け
れ
こ
も
、
贈
與
の
場
合
の
税
率
が
重

い
か
ら
、
實
際

に
於
て
贈
與

の
場
合
に
て
も
が
、
出
來

る
だ

け
は
低

い
税

の
か
Σ
る
費
買
其
他
の
沓
義
を
以
て
登
録
し
、
已
む
を
得
ざ
る
に
葬

る
以
上
は
、
贈
與
ご
し
て
登
録

し
な

い
。
随

ふ
て
現
行
法
の
儘

に
て
は
所
期

の
目
的
も
達
せ
ら
れ
な
い
。
故
に
矢
張
b
此
不
動
産
及
船
舶
の
贈
與

を
も
此

に
入
れ
て
相
綾
椀
を
課
す

べ
き
で
あ
る
。
財
経
調
査
會

の
案

に
て
も
此
に
い
ふ
改
革

は
之
を
行
ふ
こ
ε
に

な
っ
て
居
る
。

ラω
其
外
に
も
此
税
を
泣
脱
す
る
矯
め
に
色
々
の
方
法
が
工
夫
さ
れ
て
居
る
。
其
筈
を
規
則
に
よ
り
凡

べ
て
抑

へ
る

こ
ξ
拡
大

つ
か
し
い
。
併
し
或
度
ま
で
當
局
者
も

一
般
耽
會
も
が
監
視
す
る
こ
ε
》
し
た

い
。

い
其

は
よ
く
あ
る

(

.

こ
ξ
で
あ
る
が
、
我
人
が
自
己

の
努
力
に
よ
り
儲
け
た
る
財
産
を
恰

か
も
子
女
が
儲
け
た
如
く
に
装

ふ
て
子
女
の

時

論

我
郵
の
相
続
税
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
三
號

一
四
三
)

五
六
三

,



時

論

我
邦
の
相
緻
.種
々
論
ず

第
+
四
巻

(第
三
號

一
四
四
)

五
六
四

名
義

で
買

て
置
く
。
之
に
よ
り
て
他
日
納
む

べ
.き
相
続
税
を
見
る
、
こ
ε
に
な
る
。
此
は
事
實
上
は

一
の
賂
與
で

あ
る
。
夫

の
推
定
相
続
人

へ
の
贈
與
に
外
な
ら
澱
。
此

に
も
課
税
す
る
こ
ε
N
し
て
も
良

い
ε
思
ふ
。
併

し
或
は

名
義
上
は
其
子
女
が
或
…物
を
買
ふ
た
ε
い
ふ
の
に
止
ま
る
か
ら
致
方
も
な

い
か
も
知
ち
諏
。
が
兎
も
角
未
成
年
者

に
し
て
其
狸
立
の
相
當
に
大
な
財
産
を
有
π
の
程

の
も
の
が
登
録
を
要
す
る
財
産
を
買
取

つ
陀
場
合
の
如
き
に
は

當
局
者
が
注
意
す
れ
ば
押

へ
る
こ
『
」
が
出
張

る
(
尤
ゼ
登
録
不
要
財
産
で
は
到
底
押

へ
ら
れ
な
い

。
)尤
も
斯
く
し

て
親
が
自
分
の
財
産
を
子
女
の
名
ε
し
て
置
く
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
其
子
女
の
未
成
年
の
間

は
良
い
が
、
其
成
年
者

ε
な

っ
た
時

に
彼
が
己
の
物
ご
し
て
浪
要
す

る
こ
ε
』
な
る
か
も
知
れ
な

い
ど
い
ふ
.心
配
が
あ
り
、
段
々
親
子
の

問
に
も
財
産

に
か
け
て
は
孚
ふ
ε
い
ふ
や
う
な
無
風
に
な
る
ε
価
此
が
さ
う
多
く
行
は
る
玉
こ
`
は
あ
る
ま
い
。

うろ
或
は
被
相
綾
人
定
る
財
産
家
が
其
財
産
〔
土
地
蓬
か
公
債
株
ご
か
い
ふ
如
き
目
立

つ
た
)
を
生
前
に
他
人
に
費
却

(し
て
金
に
し
て
置
く
、
そ
し
て
此
金
ε

い
ふ
医
し
易
き
も
の
で
相
続
人
に
移
す
ご
い
ふ
の
も
相
続
視
を
見

る
」
方

法
に
な
る
。
そ
し
て
相
続
人
は
得
た
金
に
て
前
ご
同
物
を
買

ひ
取
る
こ
虐
が
出
来

諏
に
し
て
も
、
類
似
な
物
の
買

つ

ひ
得
阻
こ
ε
は
な

い
は
そ
れ
か
ら
鯨
程
希
な
事
で
は
め
る
が
、
被
相
綬
人
が
生
前

に
非
常

に
信
頼
す
る
他
人
に
財

(

産
を
宣

っ
た

こ
ど
に
し
て
遣
い
て
、
他
日
相
続
人
を
し
て
再
び
買
戻
さ
す
こ
`
に
依

っ
て
相
続
税
を
逃
る

、
こ
ε

を
得
る
っ
不
動
産
で
あ
る
`
此
描
視
的
萱
買
を
行

へ
ば
、
登
録
税
二
回
分
の
千
分
七
十
の
上
に
も
地
方
税
π
る
取

得
税
二
度
分
を
取
ら

乃
〉
か
ら
、
此
方
注
を
行

ふ
の
は
軽

い
相
続
税
を

一
画
携
ふ
よ
b
も
不
利
こ
な
る
の
で
多
易

,



/

行

ふ
も
の
も

あ

る
ま

い
が

、
有

償
證

券
等

に
な

る
ε
髄

に
此

が
有
利

で
あ

る
か
ら
行

ふ
こ
ご
が

あ
り
得

る
。

唯

だ

其

信
認
す

る
相
手

を
得

る
こ
ご
が
六

つ
か
し

い
か
ら
大

し
た
扱

渣
こ

い
ふ
ほ
。ε
で
は
な

い
。

ラ四
僧
格
計
算
一

に
つ
き
船
舶

に
特
別
計
算
法
を
定
め
て
あ
る
が
、
其
が
あ
ま
り
に
實
際
左
懸
け
離

れ
た
も
の
で

(あ

る
し
、
且

つ
今

日
で
は
態

々
夫

の
規
定
を
設

け
す

ご
も
腓
債
を
見
出
す

こ
巴
が
出
来

る
か
ら

、
む

し
ろ
凡

ぺ
て

階
傾

に
依

る
こ
ご
に
改

め

る
が
頁

か
ら
う
。
財
経
調

査

會
案

も
之

に

つ
き
此
趣
旨

の
改

正
を
試

み
て
居

る
。

ラ五
其
他
-

例
の
三
十
八
年

の
大
藏
大
臣
の
訓
示
に
よ
る
動
産

の
範
園
が
問
顧
で
は
あ
る
が
、
其
も
良
く
聞

い
て

(見

る
ε
過

渡

の
時
代

ご
し
て
は
已
む
を
.得
ざ

る
も

の
が

あ
り
、
且

つ
段

々
三
殿
格

に
傾

き

っ
》
も
あ

る
か
ら
、
此

は
先

づ
あ
ま
b
八
箇
問
敷

く

い
は

諏
が
艮

さ

＼
う

で
あ

る
。

ド

■

時

論

我
邦
の
相
籔
税
為
論
す

第
十
四
巻

(
第
三
號

一
四
五
)

五
六
五

■


